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標題と本文は1行開ける。本文は，2段組とする。余白を上下30mm，左右25mmとする。
1 はじめに
　小学校と中学校における理科学習は，・・・。

（本文は10.5pt活字、MS明朝またはMS P明朝。１行当たりの語数と行数は，著者で決めて良い。）

横浜(2011)は・・・・・と指摘している１）。
2 小中連携教育の過去の取り組み

3 調査概要
（１）調査内容

　市内の小・中学校に対して理科授業における「連携」についてのアンケート調査を実施した。表1はアンケート内容の構成である。
表１　アンケート内容の構成
	


１）小学校における「連携」の意識について
　

２）中学校における「連携」の意識について
（２）分析の視点
　分析の視点は・・・・・・・・。

4 結果
　以上の結果は～～であった。

　
・・・・

・・・・

小・中学校間の理科学習の系統性についての調査結果を図１に示す。児童は・・・。
	


図1　小・中学校間の理科学習の系統性

これらの結果を整理すると表2のようである。

表2　小・中学校の…

	
	
	

	
	
	


5 考察
　これからの理科教育において，小中連携授業を行う上で，・・・・・・。

　附属学校部（2011）は，・・・・・・と述べている２）。

５　おわりに
　本研究では・・・・・・・・のことが明らかになった。
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